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　ABSTRACT :　The Mikabu green rocks of the Osugi district are ca. 3000 m in width to
the Ｎ一 S direction and consist of agglomeratic, phyllitic, diabasic and gabbroic green rocks･
Agglomeratic green rocks are distributed in the central part of the Mikabu green rocks (ca.
1500 m in width to the Ｎ一S direction) and form ａ syncline. Phyllitic, diabasic and
gabbroic green rocks are divided into two groups in the northern and southern sides of the
agglomeratic green rocks.　In each　group, gabbroic green rocks are distributed in the ｃｅｎ･
tral part and are surrounded by diabasic green rocks.　They are transitional each other･
Gabbroic and diabasic green rocks are conceivable to have intruded as sheets. Phyllitic
green rocks are exposed outside of diabasic green rocks.　From the dips of the schistosities
in phyllitic　green rocks･the structure　in each group is considered to be an anticline, in
which there are gabbroic green rocks in the lower part, diabasic in the middle part and
phyllitic in the upper part. Moreover, agglomeratic green rocks are exposed oa the phyllitic
green rocks｡
　So the geological structure of the Mikabu green rocks in this district is characterized by
a syncline in the central part and two anticlines in the northern and southern sides｡
　The rocks of the Sambagawa southern marginal belt adjoin the･ Mikabu green rocks by
ａ fault, and those of the Chichibu northern zone lie on them conformably｡
　Judging from the data of other districts, it is conceivable that the Mikabu green rocks
in the eastern part of K6chi　Prefecture　are　characterized by　anticlines　and　agglomeratic
green　rocks either deposited　only　in ａ　synclinal part　or formed !ocally　a　syncline after
deposition｡
　Moreover, structure and genesis of agglomeratic green rocks are discussed.
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　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．　ま　　え　　が　　き
いわゆる御荷鉾緑色岩類は三波川変成帯と秩父累帯との境界部という特殊な地質条件の位置にあ，
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・つて，群馬県多野郡御荷鉾山付近を標式地とし，中部地方・紀伊半島を通り，四国をほぼENE-
　ＷＳＷ方向に連続的に分布している．
　　御荷鉾緑色岩類については古くは小藤文次郎(1888)によって論ぜられ，本岩類を含めいわゆる
　“御荷鉾系”という言葉がはじめて用いられた．　　ｙ　　　　　　　　　　　プ
　　その後，矢部長克(1920),鈴木醇(1932)らによって御荷鉾系の問題が論ぜられ，その地質構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　●　　　　　　　　，造および変質程度を基準にして御荷鉾系の独立個が支持された．
　　しかしながら, 1950年，小島丈児はこの御荷鉾系についての再検討を行ない，西南日本外帯にお
　いて御荷鉾系という層序的に独立した岩層群は存在しないことを明らかにし，三波川変成岩地域と
　秩父不変成岩地域との境界部付近に顕著な扱乱帯によらて特微づけられる“御荷鉾構造帯”という
　ものを提唱した．さらに，御荷鉾構造帯およびその付近には変斑栃岩類ないしは変輝緑岩および変
　超塩基性岩類の岩脈（御荷鉾緑色貫入岩休）が伴われることを明らかにした（小島丈児. 1950,
　1953).
　　しかしながら，現在においても“御荷鉾”という言葉か必ずしも各人同一一の憲味で用いられてい
　るとは限らず，きわめてあいまいに使用されているきらいかある．・
　　そこで，贋者は次のように“御荷鉾”という言｀葉を狭義に限定して用い,る．すなわち，
　　西南,日本外帯の三波川結晶片岩帯と秩父累帯の境界部付近に分布する緑色複合岩類を“御荷鉾緑
　色岩類”と称する．
　　このように御荷鉾緑色岩類は特派な地質条件のところに広く分布するもので，三波川変成帯と秩
　父累帯の関係を究明するには緑色岩傾と両帯との構造関係，緑色岩類内部の地質構造および岩質な
　どを明らかにしない限り不可能である．特に，木岩類内部の地質構造に関してはいまだほとんど白
　紙の状態である．
　　著者は1955年以来，御荷鉾緑色岩類周辺の地質を中心に調査を進めているが，このたび，国鉄土
　脱線防災対策委員会の仕事の一環として高知県大杉地域の御荷鉾緑色岩類を調査する機会加与えら
　れた．未解決の問題もあるか，木岩類中の地質構造および岩質が一応明らかになったのでここに報
　告する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ
　　本研究を行なうにあたり，有益な御助言と御指導を賜わった広島大学小島丈児教授に心からの感
　謝をささげる．
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ．　-　　一般.｀　地　　質
　高知県中央部の三波川変成帯南縁部は上八川一池川構造線を境にして，北側の三波川南縁帯と南
.側の秩父累帯北帯とが直接しており，順］荷鉾緑色岩類は欠如している(KOJIMA and Suzuki,
1958；鈴木尭士, 1964 a, b, c).　　　　　　　　　　，
　しかしながら，高知県の西部および東部においては両帯の境界部付近に御荷鉾緑色岩類が分布
し，西部の岩類は愛媛県小田町まで辿続し（河田学失他, 1962)さらに西部ではいったん分布かと
だえ，大久喜鉱山およびその西部で再び分布している･（平山健他, 1957,河田学失他, 1962).一
方，東部の岩類は徳島県東祖谷から徳島県東部まで連続して分布している（剣山研究グループ，
1963).　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　本調査地域における御荷鉾緑色岩類はこの高知県東部に分布する岩林中のｰ一部で，約20 km西方の
地蔵苅付近から連続して分布している(Fig. 1).上八川一池川構造線は御荷鉾緑色岩類中にも連
続して本岩類中の北縁付近に存在し，超塩基性岩および擾乱帯で特徴づけられる．
　本調査地域における本岩類の分布範囲は南北幅約３ｋｍにも達し，その北側には黒色片岩を主体
とする三波川南縁帯の片岩類が分布し,石英片岩および石灰質片岩の薄層を爽在している(Fig. 6).
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　この石灰質片岩は三波川南縁帯と御荷
鉾緑色岩類との接触部付近に特徴的に分
布する岩石で，東西方向にほぼ連続的に
分布している．再結晶作用はほとんど完
全で，いちじるしいゲフューゲを待った
岩石である（鈴木宛士, 1962 a, b, 1963).
三波川南縁帯の岩層は顕著な摺曲を示し
ながら南へ傾斜しているが，御荷鉾緑色
岩類に接近すると急激に急傾斜になり，
両者の接触部はほぽ垂直であ名．本地域
においては両者の間に巫直断層が存在
し，不連続の関係にある．
　一方，御荷鉾緑色岩類の南側にはチャ丿
Ｔ卜を主体とする秩父累帯北帯め岩類が
分布し,^赤色粘板岩および黒色粘板岩を
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爽在している．岩層中の摺曲はきわめて微弱で／走向N6'0°;ヽ･70°E,傾斜30°～60°で単斜状に帽へ
傾斜している．御荷鉾緑色岩類との間には断層は存在せず／赤色粘板岩が整合的に重なって分布し
ている．
　本地域の御荷鉾緑色岩類は多種多様であるが，大別すれば集塊岩質緑色岩・千枚岩質緑色岩・輝
緑岩質緑色岩・斑栃岩質緑色岩である．しかも，これら岩類は東西方向に整然とならび,’その上南
北にぽぽ対称的に分布している．すなわぢ;　Figパ6に示すように岩休のほぽ中央部に磯状岩を含
んだ集塊岩質緑色岩が幅約１ｋｍにわたって分布し，しかも牒径は･中心部ほど大きく／中心部から
離れるにつれて南北方向に次第に凛径を減じ，ついには千枚岩質緑色岩に移化している（移化す.る
部分の腺径は米粒大のものである）．篠径の大きさに応じて便宜的に三つの帯に分けた．この分帯
については後述する／　　　　　　　　　　　　　　　　二
．千枚岩質緑色岩は集塊岩質緑色岩の南北両側と緑色岩全休の最外部，すなわち，北側の三波川南
縁帯に接する境界付近と南側の秩父累帯北帯に接する境界付近とに分布している．全体の分布から
みると木岩の分布の幅は北側の方がより広い．これは地質構造に関係しており，北側め木岩の傾斜
力恂）るいためである．　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　　　　　　　　一一
　輝緑岩質緑色岩は南北対称的に千枚岩質緑色岩にはきまれた形で分布し，千枚岩質緑色岩に整合
的に移化している．　　　　　　　　　　　　フ　　　　　ノ　　　　　　ノ
　斑栃岩質緑色岩はあくまでフィールド・ネームであって，鏡下における観察では粗粒な輝緑岩質
緑色岩である．木岩は輝緑岩質緑色岩に取り囲まれて南北にこれまた対称的に分布し，両者は移化
している．
　また一部残存鉱物と考えられる普通輝石のみからなる輝岩を含んでいる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ．　岩　　　　　石
ａ）集塊岩質緑色岩
　最も広範囲に分布する岩石であって，肉眼的には礦状部は暗緑色ないしは緑黒色，腺状部のまわ
りを充てんする部分は緑色ないしは淡緑色を呈している.
，扉径は前述したように，本岩の分布地域の中心部ほど大きく（長径の最大は35cmである），中心
部から離れるにつれて南北方向に次第に細粒のものになり，ついには千枚岩質緑色岩に移化してし
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まう．
　棒状部はこれを充てんする部分より常に堅固で，もの大半のものか杏仁.状組織を示しており(PI.
n-Figs.　1～5），肉眼的に点紋状の白色斑点として認められる場合もある．また，杏仁孔自身
が圧縮されてｂ方向　Ｏニエーションの方向）に引き延ばされているものもあり(PI. I -Fig.
4），これは棒状部の圧縮方向に一致している．棒状部の構成鉱物は残存鉱物としての普通輝石が普
遍的に認められ，短ざく状の斜長石の仮像が多い（現在はこれを石英および曹長石がうめている）．
普通輝石は細粒であるが，この斜長石の仮像の間をう･めて，いわゆる玄武岩質組織を示しており，
輝石の細粒化の過程を示す現象は認められず，これは残存普通輝石の原型を示すものと考えられ
る．杏仁状組織を示す場合には，この杏仁.孔を石英・曹長石,･方解石・パンペリ一石・緑泥石・絹
雲母が占め，時には陽起石質角閃石・スティルプノメレーン・黄鉄鉱・緑簾石がうめている．ま
た，注目すべきことは柱状の単斜輝石が放射状にをに状組織をうめている場合かおることである
　(PI.n -Fig. 6).この単斜師石はＣ＾Ｚ＝43°で，多色性があり，χ＝淡黄色，Ｙ＝黄緑色，Ｚ＝
淡黄緑色である．棒径の大小による鉱物構成・組織の差異は認められない．
　次に，棒状部のまわりを充てんする部分は比較的軟弱で，はく離性を持ち，片理屈を形成してい
る(PI. I -Figs. 1～3).,残存普通輝石はまれにしか存在せず，陽起石質角閃石・緑泥石・白チタ
ン石が多く，千枚岩質緑色岩に矧似した構成鉱物を有している．また，ガラス質の部分も認められ
る．しかしながら，杏仁状組織は全く存在せず，棒状部とはやや異なった鉱物構成・組織を示して
いる．
　したがって，この岩石は普通輝石玄武岩を棒状部に持ち，凝灰岩ないしはガラス質玄武岩がその
まわりを充てんした集塊岩質緑色岩と考える．本岩はまた，部分的にはく離性か顕著である上.に，
節理而の発達がいちじるしいため時には岩海(Felsenmeer)状の産状を示し，本岩の分布地域が御
荷鉾緑色岩類中，地すべりの最も多発している地帯である．
　b）千枚岩質緑色岩
　本岩は集塊岩質緑色岩の川辺および御荷姉緑色岩類の最外部に分布し，肉［限的には緑色なけしは
淡緑色･を呈している．はく離性は顕著で，微摺曲構造の発達している部分もある．構成鉱物は主と
して陽起石質角閃石,･緑泥石・緑簾石・曹長石・石英・チタｙ石で，その他少量の方解石・不透明
鉱物・残存鉱物としての普通輝石を伴っている場合もある．こめように木岩は鉱物構成・組織が集
塊岩質緑色岩の篠状部のまわりを充てんする部分にきわめて類似しており，また細粒の擦状部を持
った集塊岩質緑色岩が千枚岩質緑色岩に移化することから，源岩は塩基性凝灰岩ないしは塩基性熔
岩と考えられる．ただし，輝緑岩質緑色岩中にも部分的に同様の千枚岩質緑色岩が観察されること
から考えて，一部は輝緑岩質緑色岩がせん断運動を受けた結果生じたものもあると推測される．
　木岩ははく離性が顕著であるため，本岩の分布地域が集塊岩質緑色岩に次いで多くの地すべり発
生地帯を形成している．　　　　　　　　　　　　　　　，･　し
　ｃ）輝緑岩質緑色岩
　木岩は南北対称的に千枚岩質緑色岩にはさまれて分布し互いに移化している．肉眼的には濃緑
色ないしは緑色を呈し，面・線構造の発達しない塊状岩石である．　し
　構成鉱物は主として残存鉱物としての普通輝石・陽起石質芦丿閃石・緑泥石・緑簾石・曹長石・石
英・チタン石で，その他まれに残存鉱物としての斜長石および不透明鉱物を伴うことがある．組織
はオフィティックで，普通輝石と短ざく状斜長石が組み合わさった組織を示す場合か多い．斜長石
はソーシュル石化作用のために曹長石・石英・方解石・緑簾石に置換されており，現在はその仮像
として認められる．
四国における御荷鉾緑･色岩類（Ｉ）･（鈴木
　したがって，本岩は普通輝石輝緑岩で，後述する地質構造も考慮して，
えられる．木岩は斑栃岩質緑色岩とともに堅固でしばしば塊状に産出し，
高い岩石で，この両者の分布地域での災害は起っていない．
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岩床状岩起源の岩石と考
災害に対しては安全度の
　d）斑栃岩質緑色岩
　木岩は輝緑岩質緑色岩に取り囲まれて産出することが多く，南北の対称的位置に分布している．
肉眼的には濃緑色を呈し粗粒であるが，輝緑岩質緑色岩との区別が困難な場合もある．
　構成鉱物は普通輝石および斜長石の残存鉱物・緑泥石・緑簾石・赤鉄鉱が観察される．また，普
通輝石の周囲の,-･部が普通角閃石または陽起石質角閃石に変化しているものもある．組織は半自形
の完品質のものもあるが，大半はオフィティしクである／
　したがって，本岩は普通輝石輝緑岩の粗粒相起源の岩石と考えられ，輝緑岩質緑色岩にしばしば
移化している．
　このほか，斑栃岩質緑色岩中に一部輝岩が観察される／肉眼的には暗緑色で塊状を呈し，輝石の
自形結晶が認められる．構成鉱物はその大半が残存鉱物としての普通輝石であるが，一部その周囲
が普通角閃石に変化している．その他，少量の緑泥石・陽起石質角閃石・石英を合んでいる．
　本地域の御荷鉾緑色岩類の鉱物構成を他の地域の塩基性起源のものと比較してみる．四国中央部
の高知県吾川郡地域（ここでは御荷鉾緑色岩類は分布せず，三波川南縁帯と秩父累帯北帯が直接し
ている）における三波川南縁帯の鉱物構成とは残存鉱物が多いという点て異なっており，むしろ秩
父累帯北帯中のものにきわめて類似している（鈴木尭士, 1964 a，b, c).しかしながら，木岩類が
三波川変成作用に参加したことは疑う余地がない．
　また，本岩類は北側の変成帯と南側の弱変成帯との境界部に分布しているため，木岩類中で南へ
向かって次第に変成度が低下する可能性があるわけであるが，本地域における鉱物構成からは，こ
のような事実は認められない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　I＼^　構　　　　　　造　　　　　　　　　　　　　　　　　　.
　ａ）大指造
　大構造を把握するためには，岩相の分布と内部構造をまず解明する必要かおる．
　本地域の御荷鉾緑色岩類の岩相は中心部に集塊岩質そのまわりに，千枚岩質→輝緑岩質→斑籾岩
質→輝緑岩質→千枚岩質というように大局的には南北対称的に分布している(Fig. 6).
　輝緑岩質および斑栃岩質緑色岩のように塊状で均質な岩石もあり，また互に移化しているため，
大構造の把握はなかなか困卸である．しかしながら，千枚岩質および集塊岩質緑色岩は面・線構造
が発達しているため，これら岩類中の構造を把握することは比較的容易である．
　まず，集塊岩質緑色岩は而構造から判断して一つの向肺肝を形成している．したがって，下部ほ
ど凛径が小さく上部に向かう｀につれて礎径が増大していることになる．向斜の形もFig. 6の地質
断面図に示されるように北翼が緩傾斜で，南翼が比較的急傾斜のやや非対称的なものである．
　次に，斑栃岩質，輝緑岩質および千枚岩質緑色岩の構造は南北岩体ともに類似しており，最下位
に斑栃岩質，その上位に節緑岩質，最上位.に千枚岩質緑色岩の分布する背斜帯と考えられる．これ
は主として千枚岩質緑色岩内部の小構造および各岩相の接触関係から推洲した結果である．
　而構造および分布から判断すると，集塊岩質緑色岩は千枚岩質緑色岩の上.位に分布している．ま
た，斑栃岩質緑色岩は前述したように，おそらく輝緑岩質緑色岩の粗粒相であり，しかも，他の岩
相をめいりょうに切って後から貫入したという事実もないところから，輝緑岩質緑色岩も含めて一
種の岩床状岩休と考える．
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　次に，三波川南縁帯との関係は断層によって断ち切られているため不明であるか，秩父累帯北帯
は御荷鉾緑色岩類の上位に整合的に重なっており，Iその境界部に沿って赤色粘板岩が特徴的に分布
している．
　けっきょく，本地域の御荷鉾緑色岩類の大樹造をまとめてみるとレ中心部に集塊岩質緑色岩から
なる一つの向斜帯が存在し，南北にその他の岩相によって形成された二つの背斜帯が存在すること
になる．また，岩相の上下関係は最下位に斑栃岩質緑色岩,‘その上位に輝緑岩質緑色岩および千枚
岩質緑色岩，最上位に集塊岩質緑色岩･ということになる．，
　１）小構造
　輝緑岩質および斑栃岩質緑色岩は塊状であるため，そめ小構造は明らかでない．しかしながら，
集塊岩質および千枚岩質緑色岩ははく離性が認められ，面・線構造も観察される．集塊岩質緑色岩
中の而構造は顕著で(PI. I -Fig. 1),時には微摺曲さえ認められ(Pi. I ―Fig. 2），層理面また
は流理構造而に一致していると考えられる．線構造はこめ片理面上に微摺曲軸に平行なものまたは
摺曲軸而との交線としてのものが認められ，b一線構造である．千枚岩質緑色岩中の而・線構造は
最も顕著で，微摺曲も各所で観察される.
　Fig. 2およびFig. 3にこれら岩休中の而・線構造をま:とめて示した. Fig. 2に示すように，
Ｎ
Fig. 2.　御荷鉾緑色岩中の片理而と線構造
　　　　　　(南半球へ投影)
　　　　　半月円は片理而の極,点は線構造
Fig. ･3.　御茸鉾緑色岩中の枇断mjEi!而
　　　　　　(南半球へ投影)
　　　　　　×印は横断節理而の極
片理而の走向は一般にN60゜～70°Ｅで，その極はーづの帯状分布を示している．これは集塊岩質緑
色岩中の向斜構造および千枚岩質緑色岩中の背斜構造薯反映している..線構造は方位がN60°～，
70°E, 10°～20°でＥＮＥまたはＷＳＷ方向へ落としており，片理而の極の帯状分布から描いた
大円の極付近に最大集積位置かおる. Fig. 3は本岩中り）横断節理面（ａｃ一節理屈）の極を示して
おり，b一線構造にほぽ垂直に発達した屈であることがわかる．この節理而は集塊岩質緑色岩中に
特に顕著に発達している．また而・線構造ともに三波川南縁帯および秩父累帯北帯の岩眉中のもの
に調和している．
　次に，集塊岩質緑色岩中の小構造を中心に述べる．
　牒状部の呻径について：前述したように，木岩の分布地域の中心部ほど牒径が大きく，中心部か
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ら離れるにつれて南北方向に次第に細粒Ｋなる．著者は本岩を凛径によって便宜的に次の３帯に分
けた．すなわち，細粒相（平均欄径５ｍｍ以下），中粒相（平均喋径５ｍｍ～2 cm)および粗粒相
　（平均磯径２ｃｍ以上）である．この礦径の測定は次の方法で行なった．篠状部は大半のものがb一
線構造に平行に引.き伸ばざれ，回転楕円体状を呈している．．したがっ七，b一線構造に垂直な断面
　（横断節理面に平行な面）ではほぼ円形に近い．そこで，一つの露頭または岩石片でb一線構造叱
垂直な断面を見出し，数個の啼を任意に選び，その而内でそれらの凛径を測定し，その平均値を求
めたものである．帯の境を５ｍｍと２ｃｍに置いたことに特利の意味はない．
　環状部の細脈について:PI. I -Figs. 5，
6に見られるように，しばしば，環状部に白
色の絹脈が観察される．この細脈は石英一方
解石一昔長石から成り，環状部を完全に横切
るか，その周辺でpinch ｏｕtするかで，環状
部のまわりを充てんする部分まで追跡するこ
とはできない．また，ｂ一線構造の方向，す
なわちj環状部の引き伸ばされている方向に
ほぽ巫直に形成されている(Fig. 4, PI. I -
ｂ
Fig
Ｖ
Ｃ
４
????
【】
集塊岩質緑色岩の構造
斟犬部
則犬部を充てんする部分の片理面
Fig. 5.集塊岩質緑色岩の磯状部の変形
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Figs. 5，6).以｣ﾕの事実から，三波川変成作用の変成渦程において，篠状部とそのまわりの充てん
部分の変形感度(deformation sensitivity)にはかなりの差があったと考えられ，篠状部はこれを
充てんする部分に比べてよりbrittleであったためtension. crackを生じ，―種のちょうづめ構造
　(boudinage structure)を形成し，この割れ目を石英一方解石一昔長石脈が埋めたものと解釈され．
る．
　棒状部の圧縮状態について：前述したように，一般に棒状部はb一線構造に平行に引き伸ばされ
ているが，圧縮状態から次の三つの型に分けられる．すなわち，
　(1)構造軸ｂが対称の主軸である場合(Fig. 5-A)
　(2)構造軸ｃが対称の主軸である場合(Fig. 5-B)
　(3)構造軸ａ･b･ｃが対称面に囲直な場合(Fig. 5-C)
　(1)は構造軸ｂ方向への引き伸ばしで特徴づけられるものでａ･xial fabric を持っている. (2)は構
造軸ｃ方向からの圧縮により，構造軸ａおよびｂ方向に同じ最だけ引き伸ばされ,面構造の著しい
もので(1)同様axial fabric を持っている. (3)は構造軸ｃ方向からの丑ﾐ縮により，構造軸.ａおよび
ｂ方向に引き伸ばされ，ｂ方向の伸びかａ方向よりも大ぎく, orthorhombic fabricを持つもので
ある(ＴＵＲＮＥＲand Weiss, 1963).
　本地域においては(3)型が最も一般的に観察され，次いで(幻型のものか多く■ (2)の型はごくまれで
ある．
　次に，圧縮の程度は本岩の分布地域の中心部，すなわち，棒径の大きいものほど大きくなる傾向
かおり，短径：長径＝１ ：５．５に連するものもある(P1.1一拍g. 5).また，同じ一つの露頭ある
いは岩石片の中でも大磯ほど引き伸ばされる程度が大きい．これは小棒が変形過程において大棒に
保護されて変形した結果と考える．　　　　　　　ヤ
　棒状部の変形前の形は推定するほかなく，圧縮の程度を定量的に求めることは不可能である．し
かしながら，棒状部に合まれる杏仁状組織は変形前に球形を呈していたことは碓かで，その原形を
保っているものも多く観察される(PI. n -Figs. 1, 2).この杏仁状組織は一般には棒状部の変
形に伴って圧縮変形しており，肉眼的にも認めることかでき,る(ＰレI -Fig." 4).また，ｂｃ面に
平行に作製した薄片を観察するとその様子がよくわかる(PI. n-Figs. 3, 4).最も著しいもの
は短径：長径＝１：６にも達する(P!. n -Fig. 5).
　集塊岩質緑色岩の戊因について：木岩の源岩成因については集塊岩あるいは.“もめ残り"部分を
持ったせん断言緑色岩というように叫究者によってその考え方に違いがある．著者は次の理由から
本岩ぱもめ残り"部分を持つせん断質緑色岩ではなく変形集塊岩であると考える．すなわち，
　(1)前述したように，棒状部とそのまわりを充てんす乞部分には残存鉱物としての普通郎石がと
もに認められるが，棒状部はその大半が杏仁状組織を持っているのに対し，そのまわりの充てん部
分にはそれが全く認められないことから両者に岩質玉.の違いかあること.
　(2)隣り合った涼状部の岩質が著しく異なっているものかおること，
　(3) m状部での機械的破砕の形跡はなく，“もめ残り"の形成過程を示す現象が観察されないこ
と.
　(4) Fig. 5に示されるように，磯状部のまわりの充でル部分の片辺I面か棒状部にぶち当たって
おり，その境界で不連続になっていることごこの点に関しては，愛媛県玉丿乎穴郡の御荷鉾緑色岩類
巾においても確認されている(竹田英夫, 1954).
　したがって，前述したように本岩は普通輝石玄武岩を棒状部に持ち，凝灰岩ないしはガラス質玄
武岩がそのまわりを充てんした集塊岩起源の緑色岩と考える．
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　御荷鉾緑色岩類は堆積性および貫入性緑色岩類が入り乱れて分布する複合岩体である．
　本調査地域においては，集塊岩質，千枚岩質，輝緑岩質および斑栃岩質緑色岩より構成されてい
る．構造は一つの向斜帯と二つの背斜帯から限っている．すなわち，本岩類分布地域の中央部に集
塊岩質緑色岩から或る向斜帯とその南北両側に千枚岩質，輝緑岩質および斑栃岩質緑色岩から成る
二つの背斜帯から構成されている．
　本地域の西方約20kmの土佐郡地蔵寺地域では，本岩類は千枚岩質，輝緑岩質および斑栃岩質緑
色岩より構成されており，集塊岩質緑色岩はきわめて小規模に分布しているのみである．また．そ
の構造は一つの背斜帯から成っている．
　一方，本地域の東方約10kmの長岡郡南小川地域では，地蔵寺地域同様千枚岩質，輝緑岩質およ
び斑栃岩質緑色岩より構成され，集塊岩質緑色岩は見出されていない．しかも，その構造は小規杖
な向斜帯は認められるが，やはり一つの背斜帯を形成している（沢村武雄, 1958).
　以上のことから，高知県東部の御荷鉾緑色岩類は背斜帯によって特=微づけられていると考えら
れ，その中間に位置する本調査地域も概括的には複背斜帯で特徴づけられ，向斜帯はその中の局所
的な構造と考える．したがって，集塊岩質緑色岩は向斜帯にのみ堆積したか，または本岩の増積し
た部分のみが一向斜構造を形成したかで，いずれにしても集塊岩質緑色岩と向斜構造とは密接な関係
があるものと考えられる＊．
　さらに，著者は高知県西部（吾川郡池川町付近）の御荷鉾緑色岩類が石灰質片岩および石英片岩
を互層し，しかもその下位の砂質片岩および黒色片岩とは整合的に重なり，一つのゆるやかな背斜
帯を形成していることを明らかにした（鈴木尭士, 1964 c).本地域においては，本岩類は北側では
三波川南縁帯の岩層とは断層で接しているが，南側では木岩の上位に秩父累帯北帯の岩層が整合的
に重なっていることを明らかにした．一方，本岩類の下位の岩層が露出Iしていないため，その構造
は明らかでないが，本岩類中の下部の岩体と考えられる輝緑岩質および斑栃岩質緑色岩はより下位
の岩層に整合的に重なる岩床状の岩体と推定される．
??????????????????
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?
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Fig.　1.　集塊岩質緑色岩中の構造
PI. I
FiR, 2.　集塊岩質緑色岩中の構造
　　　　B. P.：　層而片一以而　　，
　　　　ci, p.:　摺曲軸面
Fig. 3.　集塊岩質緑色岩中の摺曲　　　　　　　　　　Fig. 4.　柴塊岩質緑色岩隨状部の杏仁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状組織の変形
Fig.･ 5.　集塊岩質緑色岩瘤状部中の細|脈　　　　　　　　Fig. 6.集塊岩質緑色岩瘤状部中の細脈

Fig. 1.　杏　仁　状　組　織
　　（平行ニコル）　　×410
Fig. 3.　杏仁状組織の変形
　　（平行ニコル）　　×40
Fig. 5.杏仁状組織の極端な変形
　　　（平行ニコル）　　×40
Fig.　2，　杏　仁　状
　　　(平行ニコル)
PI. n
組　織
　×85
Fig. 4.杏仁丿犬組織の変形
　　（平行ニコル）　　×40
Fig. 6.杏仁状組織中の単斜輝石
　　（平行ニコル）　　×100
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FIG. 6.大杉地域の御荷
　　　鉾緑色岩の地質図
　　　および地質断面図
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